
 

 

 

 

 

2023 年度 杏林大学  
【 講 評 】 

大問構成は去年と同じであった。昨年度も易化した傾向であったが，今年も易化したように思える。差が

つく問題がほぼなく，考察問題も解きやすかった。mRNA から DNA を選ぶ問題と学習の知識問題で少しの

差が生まれそうである。生物で得点を稼いでおきたいところである。また，最後の大問であるが，過去問題

にも似たようなものが 2015 年の杏林大学の医学部で出題されている。しっかりと対策を行った上で臨みた

いところであった。 

 

【 解 答 】  

Ⅰ 

問 1 ②  問 2 ③⑤⑧  問 3 ③  問 4 ①⑤  問 5 ③  問 6 ②  問 7 ② 

問 8 ②  問 9 ③ 

 

Ⅱ 

問 1 

(1) A: ⑨ B: ③ C: ⑧ E: ①     (2)解糖系：⑤ クエン酸回路：① 

(3) 解糖系：④ クエン酸回路：⑥    (4) ① 

問 2  

(1) ⑤    (2) 32% 

問 3 

(1) (a) ② (b)④   (2) ②  (3) (a) 0.8 秒 (b) 5250mL 

 

Ⅲ 

A 

問 1 C:① D:③ E:⑤  問 2 ①  問 3 ③⑥ 

B 

問 4 ③  問 5 ③ 

 

Ⅳ 

A 

問 1 ① 問 2 ①③ 

B 

問 3 ③ 問 4 ⑤ 
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【 解 説 】 

Ⅰ 

問 1 ② 

ヒトのゲノム中に含まれる遺伝子の数は，約 2 万個である。また，塩基対数は 30 億塩基対であることも押さえ

ておきたい。昨年度に杏林大学で出題されている。 

問 2 ③⑤⑧ 

モータータンパク質として働くのは，微小管におけるキネシン・ダイニンとアクチンフィラメントにおけるミ

オシンである。 

問 3 ③ 

セルロースは多糖であり，植物の細胞壁の主成分である。①アミロースは，単糖ではなく多糖である。②リゾ

チームは，細菌の細胞壁を破壊する酵素（タンパク質）である。④糖質コルチコイドは，ステロイド系ホルモ

ンである。 

問 4 ①⑤ 

 海水魚 淡水魚 

体液と外液 体液＜外液 体液＞外液 

体表 体外へ水が浸透 体内へ水が浸透 

口から水を （海水）取り込む 取り込まない 

えら 余分な塩類を排出 塩類を取り込む 

尿 体液と等張な尿を少量 体液よりも低調な尿を多量 

問 5 ③ 

オペロン説の問題である。グルコースがあり，ラクトースがないときは，リプレッサーがオペレーターに結合

し，ラクトースオペロンの遺伝子の発現が抑制される。岩手医科大学の最後の大問でも出題されているので，

必ず復習しておきたい問題である。 

問 6 ② 

①DNA ポリメラーゼは 5’→3’方向に進行する。 

③岡崎フラグメントは，DNA リガーゼにより連結する。 

④リーディング鎖にもラギング鎖にもプライマーは必要である。 

問 7 ② 

①離層形成を促進するホルモンは，エチレンである。また，抑制するホルモンがオーキシンである。 

③光屈性にフォトトロピンは関与するが，オーキシンは光の当たらない側へ移動し下降する。 

④種子では，胚でジベレリンが合成され，ジベレリンが糊粉層に働きかけ，アミラーゼが合成される。また，

アミラーゼは，胚乳に分泌される。 

問 8 ② 

①草原が形成されたあとは，陽樹の低木林が形成される。 

③光補償点が高い樹木＝陽樹である。林床は光が届きにくいため，陰樹の幼木が育ちやすい。 

④陽樹林が形成されると，林床に光が届きにくくなるため，陰樹の幼木が育ちやすくなる。 

問 9 ③ 

①エディアカラ生物群は，先カンブリア時代の生物である。脊椎動物の無顎類は，カンブリア紀に出現した。 

②イクチオステガは，最古の両生類と言われている。 

④シアノバクテリアは，細胞小器官である葉緑体は持たず，チラコイドをもっている。 



 

 

Ⅱ 

問 1 

(1) A: ⑨ B: ③ C: ⑧ E: ① 

E は，ミトコンドリアの表面は，外膜である。細胞膜ではないことに要注意である。 

(2)解糖系：⑤ クエン酸回路：① 

解糖系は細胞質基質で行われ，クエン酸回路はマトリックスで行われる。 

(3) 解糖系：④ クエン酸回路：⑥ 

解糖系は，グルコースからピルビン酸（2C3H4O3）をつくる過程である。 

クエン酸回路は，ピルビン酸（2C3H4O3）と水と補酵素が反応して，二酸化炭素と還元型補酵素が作られる過

程である。 

(4) ① 

水素イオンは，電子の移動を伴ってマトリックスから膜間腔へ移動する。 

問 2  

(1) ⑤ 

問題文中に与えられているのは，mRNA の塩基配列であることに要注意である。また，答えたいのは DNA の

鋳型鎖であるため，5’-GCC-3’のものを選ぶことになる。最後に，OH と H に注意が必要である。 

(2) 32% 

二本鎖の DNA 全体に占めるアデニンの割合が 18%である。A=T であるため，チミンも 18％である。よって，

100%-36%=64%である。64%/2=32%から，G と C の割合は 32%である。 

問 3 

(1) (a) ② (b)④ 

(2) ② 

変化 大動脈弁 房室弁 心筋 圧力 

A→B 閉 閉 収縮 
左心室圧＞左心房圧 

左心室圧＜大動脈圧 

B→C 開 閉 収縮 
左心室圧＞左心房圧 

左心室圧≧大動脈圧 

C→D 閉 閉 弛緩 
左心室圧＞左心房圧 

左心室圧＜大動脈圧 

D→A 閉 開 弛緩 
左心室圧≦左心房圧 

左心室圧＜大動脈圧 

(3) (a) 0.8 秒 (b) 5250mL 

(a)60/75=0.8 

(b)横軸から，(100-30)×75＝5250mL 

  



 

 

Ⅲ 

A 

問 1 C:① D:③ E:⑤ 

後期神経胚の図の各種名称である。もし，間違っている場合これからの入試に備えて確認が必要である。 

問 2 ① 

胞胚期の A の部分は，予定外胚葉域である。そのため，C の神経管のみになる。 

問 3 ③⑥ 

A の領域から新たな細胞の分化が観察されたのは，中胚葉である。選択肢から中胚葉であるのは，筋細胞と脊

索の細胞である。 

B 

問 4 ③ 

(実験 1)A のみをそのまま培養→表皮 

(実験 2)A を解離・洗浄して培養→神経 

…タンパク質 X が洗浄されて神経になったと考えられる。 

(実験 3)A を解離・洗浄後，タンパク質 X を加えて培養→表皮 

…タンパク質 X があるため表皮になったと考えられる。 

そもそもノギン・コーディンは BMP が BMP 受容体に結合するのを阻害する物質である。 

よって，①②の選択肢ではなく，③④になる。④の選択肢は，表皮細胞への分化に必要な遺伝子発現を抑制し

た場合，神経になってしまうので選べない。 

問 5 ③ 

(実験 4)タンパク質 Y を指定する mRNA を注入すると，(実験 1)のように表皮にならず，神経になる。よって，

タンパク質 Y が BMP（タンパク質 X）を阻害して，神経になったと考えられる。選択肢をみると「X と Y が

結合すると」と書いてあるので，BMP（タンパク質 X）とタンパク質 Y が結合し，BMP が BMP 受容体に結

合できなくなったと考えられる。 

 

  



 

 

Ⅳ 

A 

問 1 ① 

(実験 1)で，砂糖水と青い色紙との関係を学習させた後に，ミツバチは青の色紙の上にのみ降りることが結果と

して得られている。自身の行動と報酬あるいは罰を結びつけて学習することは，「オペラント条件付け」とい

う。 

問 2 ①③ 

① 実験 3 より，緑と青の色紙の上に降りた個体がいないので，区別できると考えられる。 

② 実験 3 より，紫と青の色紙の上に降りた個体がいるので，区別できないと考えられる。 

③ 実験 2 より，区別できると考えられる。 

④ 実験 2 より，区別できないと考えられる。 

⑤「ミツバチは紙の色ではなく」とあるが，色を区別していることから否定できる。 

B 

問 3 ③ 

リード文中の 2・3 行目に「無条件反射をおこす」「匂いを与える訓練（条件付け）」と書かれているので，古典

的条件付けが選べる。 

問 4 ⑤ 

① 訓練 3 回の訓練 30 分前投与のグラフと訓練 1 時間後投与のグラフに差が見られないことから，効果は 1 時

間以上あることがわかる。 

② 訓練 1 回のグラフから，対照実験と差がないので合成は必要ない。 

③ この実験から判断することができない。 

④ 訓練 24 時間後投与のグラフが，長期記憶が形成されていることから，間違いであることがわかる。 

⑤ 訓練 1 時間後投与と訓練 24 時間後投与から，その間に形成されていることがわかる。 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 
 


